
 AuickGene-AutoS Plasmd kit (AS-PL) 
 

サンプルの種類・保存条件などによっては分離できない場合もあります。 

データに関しては保証しておりません。 

分離した核酸には目的以外の核酸（例：DNA 分離には RNA）が含まれています。 

 

自動処理_大腸菌からのプラスミド DNA分離 

プロトコル 

形質転換大腸菌を 1.5 ml マイクロチューブに収集し、ペレット化する

 RDP 混液（RDP + EDP-01）*1 : 100 µl 

 ボルテックス（ペレット再懸濁後菌塊が見えてはいけない） 

  軽くスピンダウン 

    ADP : 100 µl 

チューブ転倒混和 5 回で、ゆっくりと混ぜる（激しく振らないでください）*2 

軽くスピンダウン 

※この段階でサンプルを 5 分以上放置しないでください。 

   NDP : 140 µl 

チューブ転倒混和 5 回で、ゆっくりと混ぜる（激しく振らないでください）*2 

18,000 x g (14,100 rpm)、10 分、RT 

320 µl の LDP *3 を新しい 2 ml マイクロチューブ*4 に分注 

上清（約 330 µl）を、LDP の入ったその 2 ml マイクロチューブに移す 

  

ボルテックス：30 秒（最大回転数） 

軽くスピンダウン 

 

 

 

 

*サンプルチューブのセット方法については、 

Quick Start Guide または取扱説明書を参照してください。 
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装置にセット 

Protocol: PLASMID 

（溶出液量 : 50 µl） 

ADP または NDP 添加後
直ぐにチューブを 5 回転
倒混和で混ぜてください。
激しい混合はゲノム DNA
の多くの共精製を起こしま
す。混合がゆっくり過ぎる
と液体の不十分な混合が
起こり、プラスミド DNA の
収量低下を生じます。 

1. ライセートをカートリッジにアプライ 

2. 加圧 

3. Wash Buffer(WDP)で 2 回洗浄 

4. 溶出液（CDP）を添加し、プラスミド DNA をコレ

クションチューブに回収 

使用前に 44 ml の>99%エ
タノールをボトルに添加
し、ボトルの穏やかな転
倒混和でよく混ぜてくださ
い。 

推奨のマイクロチューブ 
#BM4020 (ビーエム機器) 
#72.695.700 
(SARSTEDT) 
#72.695.500S 
(SARSTEDT) 
 

分離を始める前に、
EDP-01 の全量を RDP ボ
トルに添加し、よく混ぜて
ください。RDP 混液を貯蔵
する場合は、冷蔵
（2-8℃）保存し、6 ヶ月以
内に使用することを推奨
します。 

プラスミド DNA 
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結果 

 

プラスミド DNAの収量 / タンパク質の混入：A260/280 
 / カオトロピック塩の混入：A260/230 

 

キット A260/280 A260/230 収量 S.D. 

QuickGene 1.98 2.23 29.5 µg 4.07 

N=4 

 

共通プロトコルサンプル 

  フォスミド 

 

 


